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新聞記事（大正15年～昭和11年）にみる  
熊野町および安芸郡（一）  

佐 中 忠 司  

妾芸地方をらびに熊野町に関連した新聞記事の見出しを】覧したものをここに  

かかげる。「中国新聞」（呉市立図書館蔵）の大正15年から昭和11年にいたる見  

出Lを、学生諸君の協力をえてひろいだしたものである。記述の方法等、必ずし  

も満足すべきものではないかも知れをいが、参考とをれば幸いである。なお、こ  

の仕事は、ひきつづいて行をわれる予定であり、今回はその一部であることをお  

ことわりしてお〈。  

なお、この仕事にたいしては、呉市史編纂室の千田武志主査、同川上義治氏のご  

厚志をいただいた。ここに謝意を表しておきたい。  

中国新聞  

大正15年 9月2日（1く）（二）  

9日困（一一）  

12日伯）（二）  

14日仇）（二）  

10月1日（金）（二）  

3日（輔（二）  

7日休）（二）  

9日川（二）  

12日（火）（二）  

14日休）（二）  

11月1日 （三）  

2日  （二）  

伊藤分会長へ功労記念 －一  

日本一の筆の村に死活・・・一  

迫分同窓会  

五万貫の巨岩が－一  

研究会出席者＝－  

労力奉仕   

連合運動会  

熊野婦徳高女運動舎  

熊野連合体育大会  

青年会館上棟式  

3 熊野町青年団総会  

14 昨夜廣瀬町洞春情で、加害者高夫は安芸郡熊  

野町生れの  
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11月9日  

10日  

11日  

27日  

（二）82 本庄村会  

（二）90 安芸郡算術研究会  

（二）98 海田市署管内 兵事事務研究会  

（二）254 熊野町の精神病者、牛小舎に放火し火炎中へ  

飛込む  

（二）262 秘めたる宿の罪、その為に離別され無念に堪  

へず告訴す  

（二）266 安芸郡家庭看護講演  

（二）74 安芸君駆丁村長会  

（二）122 安芸郡郡医師会総合  

（二）134 安芸郡社会奉仕  

（二）170 安芸郡農会主催農産物品評会  

（二）218 緊急町会を開き熊野町の奉伺  

（二）266 本庄村遥拝式  

（二）50 少年惨死  

（二）134 算術研究会  

（二）214 北本庄信組総合  

（五）55 熊野青年弁論大会  

（七）71奥海田の山火事  

（五）217 安芸郡教員会  

（一）247 軍人全役員功労者表彰  

（二）270 安芸郡購買組合連合総会  

（二）88 厭世から描イラズ  

（五）243 安芸郡青年雄弁会  

（二）260 簡閲柳平 広聯管内  

（二）59 罵られて二人を斬る  

（七）104 安芸郡教員体育大合  

（一145 安芸郡激戦区なる  

28日  

28日  

昭和元年12月9日  

14日  

15日  

19日  

22日  

28日  

昭和2年1月6日  

15日  

23日  

2月7日  

8日  

24日  

28日  

30日  

5月11日  

29日  

31日  

6月8日  

13日  

9月6日  
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政見発表 肥田辰之助氏 十六日熊野劇場  

安芸都連合分会射撃大会  

秋季例祭（本庄村）  

青年雄弁大会  

山陽事蹟講演  

戦病死者凱旋奉口祭  

安芸郡連盟 庭球大全  

理科研究大会  

安芸郡教員会儀一支部総会  

四音訓生連合野外演習  

教弁物研究会  

奉安庫落成式  

広島通常県会、町村道府県道…内海熊野繰・■・  

中等学校入学案内（ヨ 婦徳高等女学校  

軍人分合総合  

賀茂妾芸連合歯科医科合総会  

安芸郡北部の興味深き接戦  

貨物列車に少年轢かる  

広遠管内徴兵根査町村別日割り  

臨時家畜市場  

わが社見学の人々  

熊野町の近郡庭球大会  

師範卒業生配置  

後緑を別ねられ放火して斬る  

教育行事打合  

葦犀の押売り  

熊野町摘博  

熊野町の惨劇  

9月15日 （一）113  

10月10日 （七）79   

17日 （三）131  

12月31日 （二）240  

10月2日 （三）13   

10日 （三）93  

24日 （三）233  

11月14日 （三）135  

12月5日 （三）43   

12日 （三）116   

19日 （三）182  

昭和3年 1月27日 （二）232  

2月16日 （二）126  

19日 （三）159  

23日 （三）199  

24日 （三）211  

3月1日 （二） 2  

10日 （一）75  

18日 （五）151  

Z8日 （五）Z38  

4月2日 （三）13  

5日 （一）35  

5月23日 （七）203  

27日 （三）237  

6月6日 （二）4Z  

9日 （三）71  

19日 （二）159  
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（二）167 兇行後自殺をはかる 熊野の惨劇犯人  

ト）216 安佐、佐伯両郡を中心に広島県下各地の大水  

害  

（三）181保護者会  

（二）220 父性愛から一放火殺人－－－  

（五）107 真宗安芸婦人会－＝－一  

（三）15 安芸郡児童体育大会  

（二）26 一家五人以上の兵工を出した家  

（三）27 海田市署異動  

（一）153 雄弁大全の準備全く整ふ  

（＝）275 女の無情から放火と傷害  

（七）313 電信応用の巧妙を智能犯人  

（三）175 奉安庫寄贈  

（二）60 安芸郡農会経営研究会  

（三）253 熊野町長の予選  

（五）149 安芸郡墾願書発送  

（五）167 安芸郡神職安全総会  

（四）182 安芸郡観業職員会合  

（Pり）182 熊野校学芸会  

（Fq）195 婦徳高女卒業式  

（五）227 実戦の幕を切る一町議選挙運動  

（二）18 町村譲当選者  

（三）19 海田市署異動  

（五）37 新哲酎等の当選  

（二） 6 知事から賞輿  

（二）113 広島連隊区管内簡閲郡呼  

（二）93 ピストルで三者を撃つ  

（一）145 県下の中等教員を全部加入せしめて第二部婦  

7月3日  

28日  

9月3日  

10月2日  

3日  

3日  

16日  

27日  

31日  

11月19日  

昭和4年 1月6日  

28日  

3月17日  

19日  

20日  

20日  

21日  

26E】  

4月3日  

3日  

5日  

6月1口  

15日  

7月12日  

18日  
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徳高女  

（三）177 法螺を吹いて結婚詐欺  

（二）188 乗合自動車崖下へ墜落  

仁）226 拳銃密輸事件でけさ検事局活動  

（三）107 将に上る本庄村の人魂 ■ －  

22日  

23日  

27日  

8尽12日  

22日  

23日  

9月11日  

15日  

17日  

10日1日  

6日  

20日  

21日  

11月3日  

4日  

4［Ⅰ  

5日  

15日  

18日  

25日  

12月1日  

6日  

9日  

9日  

9日  

9日  

昭和5年 1月1日  

（二）208 忍込み  

（六）214 海田市署は前年同様  

（二）94 赤十字社功労者  

（三）139 安芸郡の晩秋符  

（二）164．熊野の火事  

（二）8 役馬共進会  

（三）53 安芸郡児童体育大会  

（三）201熊野校運動会  

（四）214 広島招魂祭委員 ○自動車ノ部  

に）22 学校などで姦通した  

（三）27 熊野町青年同大会  

（三）27 懸案のSK式典空消毒器設置竣工式  

（七）37トラックと列車の簡突  

（二）136 結婚詐欺その上泥棒  

（三）161海田市署非常召集  

（三）233 書道研究大会  

（ニ）2 広島県の町村道県道へ編入  

に）56 熊野の殺傷事件  

（三）82 安芸郡教員会  

（三）182 道教奉仕作業  

（三）182 毛筆王国の郷土色を現はす  

（三）182 喧嘩のほかにも罪あり  

（五）17 謹製新年 9ケ所  
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（五）33 賀正 熊野町役場  

（二）190 コドモ懸賞当選者発表  

個）206 ここにも賭博 熊野町で  

（三）256 俳句 安芸郡本庄北柁  

（七）5 早く逃げよの意味、熊野町のピストル事件  

（二）12 広島県教員移動  

（四）23 安芸郡町村会同  

（六）169 安芸郡町村印紙税検査  

（二）185 中等校配属将校が音訓教練を紺助  

（茜）196 安芸郡の春荒成績  

（四）216 安芸郡の蓼作減収  

（四）284 安芸郡教育会  

（二）84 本年度簡閲柳平  

（四）95 十六日に移転する海田市町郵便局  

（四）139 熊野町榊山神社で近郡市庭球大会  

（二）252 挽馬荒れて惨死  

（三）33 熊野町の賭博  

（七）277 熊野の神楽踊り  

（二）158 模範的の態度、消防組員整備  

（三） 3 農産物品評会  

（三）273 熊野歳末夜嘗  

（三）13 音訓生学童の連合発火演習  

（三）151安芸郡熊野町青年団の活動  

（三）13 教員俸給の国庫負担陳情  

（三）13 本庄村の火事一放火の疑い  

（三）73 町村合併の犠牲  

（三）200 区長代理が桶だとて殴る  

（二）213トラック三輪車に衝突   

1月1日  

18日  

20日  

25日  

2月1日  

4月2日  

3日  

5日18日  

20日  

21日  

23日  

30日  

6月10日  

11日  

7月15日  

26日  

8日4日  

30日  

11月17日  

12月1日  

29日   

昭和6年 2月2日  

16日  

3月2日  

2日  

9日  

23日  

24日  



（二）44 教員異動  

（三）45 山林ポヤ  

（三）113 両税講演会  

（七）123 関係ある酌婦ヘビストル発射  

（七）132 熊野の殺人未遂後報  

（三）180 助成金の嘆願  

（三）254 壇上の争覇戟  

（三）282 熊野労友会創立総会  

（三）167 音楽研究会  

（二）240 広島県下の篤行老六十玉名 節婦  

（二）288 保険金詐欺の放火だった  

（二）298 放火検証  

（三）63 熊野町上水道落成通水式  

（四）97 熊野町の県下庭球大会  

（二）180 詐欺、窃盗  

（三）53 熊野町の軟式庭球大会  

（三）225 職業紹介開始、熊野矢野間の県道  

（三）91熊野町長の脱税を攻撃  

（一）106 広島県議戟展望  

（三）248 少年赤十字団  

（三）270 熊野町少年赤十字団  

（三）270 各候補者町村別掃射  

（三）13 熊野の競馬会  

（三）159 細川中隊へ慰問袋を贈る  

（三）295 一升瓶で殴る  

（三）63 全国児童の書方展覧会  

（三）276 三年前の詐欺－－＝＝  

（三）259 熊野信組総会   

4月6日  

6日  

13日  

14［］  

15日  

20日  

27日  

30日  

5月18日  

25日  

29日  

30日  

6月8日  

12日  

20日  

7月6［］  

8月24日  

10日  

9月11日  

25日  

28日  

28日  

11月2日  

16日  

30日  

12月7日  

28日   

昭和7年 1日25日  



（二） 3 荷馬車荒れて老人を傷つく  H
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出征書家族慰問   

学童の窒死   

安芸郡北部は良好な投票率   

通工中の女工を襲う  

安芸郡教員会総集会  

熊野町の謄博＝・  

（三）150   

（三）150   

（三）230   

（三）71   

（二）143   
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（二）12 小学校教員異動  

（二）165 馬匹去勢実施  

（三）237 婦徳高女校後援会発会式  

（三）282 安芸郡の狩邪  

（二）119 金塊を窃取  

（四）161県下オープン軟式庭球大会  

（三）33 肥料運搬の業者に打撃－  

（阿）130 熊野の庭球会  

（三） 3 熊野町に開催の消防講習会  

（四）42 依然として解決は阿難－－・  

（閤）308 習字時間延長の地方的運動開始  

（i）119 安芸郡北部郷軍武術大会  

（川）20 新ほ潮年 3ケ所  

（八）24 警官正15ケ所   

（二）180 新年コドモ懸官ぐ、正解・当選者   

（二〉 271広島県の地方選挙期日  

（二）287 熊野町に痴情の放火  

（七）45 待たるる駅伝の壮挙、安芸郡の選手  

（三）198 炭娼予防注射  

（三）198 松丸大の下敷  

（三）198 老婆の焼死  

年
 
 

0
0
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（三）127 安芸郡教育会総会  

（二）14 広島県下小学教員大異動  

（七）67 手長少年  

（三）223 評芙の雛朋町の賑ひ  

（三）43 熊野の筆泥棒  

（二）40 呉線列車とトラック衝突  

（二）184 熊野の農民芸術  

（三）206 各自炊事用品携帯三日間修賽会  

（三）278 明田橋開通式  

（一）13 美禰教員と小学校教員大異動  

（三）168 野犬を殺しては飛肉に混ぜて販売  

（四）23 安芸郡の選手  

（三）263 生徒の成績品展示会  

（三）263 熊野町消防組廃藩雇  

（三）275 籾貯蔵割当  

（八）20 李冒正 6ケ所  

（三）263 農業経営，講習会  

（一）139 広遠管内の徴兵検査  

（二） 2 教職員の大異動  

（一）87 三部門の委員会で訂議  

（二）98 芸鉄列車トラックを壊す  

（三）53 律合重あらし  

（三）117 信田組合長招待宴  

（二）44 挙の罪へ  

（三）204 お祭りが来る安芸郡内各氏神神社  

（閂）Z5 筆ク）町の悩み  

（コ215 海軍志願兵徴募検査 広島県下の日割  

（二）292 元幣官を相手取り慰籍料言宵求訴訟   

3月13日  

4月2日  

5日7日  

22日  

6月5日  

7日4日  

18日  

8月21日  

28［］  

9月2日  

18日  

11月3日  

27日  

12月29日  

30日   

昭和9年 1月1日  

2月26日  

3月17日  

4日1日  

11日  

12日  

8月6日  

13日  

9月5日  

21日  

10月3［］  

11日22日  

30日  



（三）31いよいよきのふ全国書道展重開  

（一）235 可決された建議案 昭和村～本庄相聞道路改  

修  

（四）283 俵米展と債装競技会  

（七）23 書方入選者（26頁も）  

（四）28 年始広告 熊野町役場他  

（一）155 実補校設備費 補助配当額決定  

（七）163 罪と罰14日 広島区裁判所で・－－－－   

（七）173 罪と罰  

（七）233 安芸体協の第1回予選大全  

（＝）181実子にスリを働かせた母親  

（二）144 広島県下の徴兵検査（上）  

（二）192 連行の途中逃走  

（二）316 小学校教員異動  

（四）262 俳句 特選  

（二）36 小麦の病害予防、指導地を新設  

（二）68 湊川神社から節婦として表彰  

（二）248 選抜学童図画競技大会  

（七）251節婦渡チセ組へ栄えの菊水旗  

（二）44 農山漁村の負債整理 着々と進む  

（二）104 簡閲鮎呼 広島管内  

（三）237 優勝舌論大会 熊野町で開く  

（一）97 広島県下の市町村税  

（二）160 広島県の森林治水事業  

（三）191県下青年学生像膠弁論大会  

（二）228 死因に疑問符 安芸郡熊野の怪事件  

（二）48 青年学校 新任教員命令  

（二）152 酔うて喧嘩  

12月3日  

23日  

27日  

昭和10年 1月1日  

1日  

15日  

15日  

16日  

Z2日  

2月17日  

3月15日  

20日  

31日  

4月29日  

5月4日  

7日  

27日  

27［］  

6月5日  

11日  

24日  

7月10日  

8月16日  

19日  

23日  

9月5日  

ユ6日  
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秋を飾る行事 熊野町の筆祭   

筆祭りの日に 筆職らの賭博  

熊野町役場へ怪盗  

台湾博への出品 広島県から約8000点  

中国食感全 林里見勝野）  

自動車と衝突 老人重傷  

下駄で立廻り  

体育会優勝者 熊野町青年団  

席上揮牽で入選者決定 広島県下学童親書全  

港軍志願兵 広島県下徴募検査日割  

拳銃自殺 神経衰弱から  

中国支部主催の酒矧、韓油品評会褒賞  

広島、山口両県青年校対抗演習  

堂々たる両県の編成  

新穀感謝祭、安芸郡各町村  

16日 （三）157  

30日 （三）304  

10月4日 （七）39   

15日 （一）147   

22日 （二）218  

25日 （二）244  

26日 （七）265  

11日2日 （三）21  

5日 （二）54   

10日 （二）100   

17日 （三）180   

19日 （一）194  

22日 （七）232  

25日 （三）264  

（三）264 毛筆神社建立 近く工事着工  

（三）306 あの町この村 安芸  

（二）34 毛筆王国 熊野町紹介  

（一）145 選挙粛正青年優勝弁論大会出演者決定  

（四）252 安芸郡各町村開票成績  

（七）276 一票一円で買収 渡辺派の違反発覚  

（二）263 徴兵検査日割  

（二）303 師範卒業生配当  

（三）328 熊野町馬匹奨励会では－－－－  

（二）341広島県教員大異動  

（二）68 青年学校の視察 広島県下日程決まる  

（二）302  簡易保険の巡回健厚相貢炎  

（一）113 戸数の少い町村ほど住民の負担が重い  

25日  

12月29日  

昭和11年 1月1日  

14日  

2月24日  

26日  

3 月24日  

28日  

30日  

31日  

5月7日  

6月30［］  

7月12日  
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広島県下市町村長会議 被表彰者  

全国一を誇る熊野町の筆祭り  

安芸郡熊野町の火事  

熊野第一一小学校秋季運動会   

熊野のバクチ  

熊野町青年団では  

熊野筆を献上、聖上階下の江田島行幸に  

中国会総会 出席会員 林里見（熊野）  

熊野の新宮青年分団 国旗掲揚台建設  

斉戒沐沼して熊野筆を謹製 安芸郡教育会で  

8月6日 （二）58  

9月14日 （三）135  

28日 （二）284  

10月6日 （三）65  

8日 （三）89   

11日 （三）127   

13日 （三）149   

16日 （二）184  

21日 （三）235  

10日27日 （三）307  

献上  

27日（三）307 無銭飲食二人男 海田市署へ  
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明治期熊野村の行財政・産業経済関係の資料  

佐 中 忠 司  

態野村の行財政ならびに産業経済に関する統計資料として、比較的まとまった  

ものに、「熊野相殺吉事跡」他がある。ここに紹介されるものは、それらのうち  

現存しているもので、「熊野村統計詞褒蓑村控」（明治21年、同22年作成、以下  

同い「熊椚寸統斗報菩跡綴」（明治Z7咋）、「榊州‘統計雑書跡滞」（明治28年入  

「熊野相和告跡綴」（明治29年）、「熊野相続計報告事跡綴」（叩け台30年～同41年、  

および同43年～44年）、「熊野柑報告事跡」（明治42咋）である。記入にあたって  

は漢数字を除きできるだけ元のままの表現を残すことをこころがけた。   

これらの統計資料によって、それぞれの項目についての変動を知ることができ  

る。いまその主なものを項目別に整理して列挙すると、つぎのようなものがある。  

〔土地関係〕  

○Ⅲ畑・－一年作地反別  

○一毛、二毛作肘地   

○田畑面積別戸数  

○田畑・宅地、山林別面検及び地価  

○牛馬糾ををす田畑  

○共有地利閉状況  

〔農業関係〕  

○稲単位面積当り本数、苗代面積、   

作付日日   

○産米、輸出米、消雪守米  

○熊野村内における消耗．ご云  

○妻板害報告  

○稲被害報告  

○肥料共同購入  

○農工一口当り措鋳  

○納作（反別、見紙屋酔）  

○茶収稽高  

○耕作用牛馬虚数  

○農事講習会出席者   

Oi晋潤、水路  

〔畜穐〕  

○′ト馬売買価格  

〔工産物〕  

○筆製造（職工、数址、価格）  

○夏、秋蚕  

〔行財政関係〕   

○土木費  

○町村歳人出決算表   

○町村茂人出予算表  
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○納税状況   

○財産明細表  

○負債明細表  

○選挙権所有者数  

○町村会  

○町村吏員数、月給  

○徴発物件供給高  

〔会社一金融関係〕  

○製筆会社   

○銀行  

○銀行の金利歩合  

○質屋の貸金、金利歩合  

〔民業関係〕  

○民業調査一度・工・商戸数  

○商売戸数   

○諸雇1日当り賃銭  

○職工内訳  

○車数  

〔教育関係〕  

○学務委員をど   
○公学資産  

○学令人員  

○小学校教貞加俸表  
○公学費  

○加設科目及び小学校説明  

○村立小学校ま受業料  

○村立」、学校俸給  

〔人口出入〕  

○旅客出入高  

○海外移民  

〔その他〕  

○水害表  

○倉庫、社寺、学校、製造所、病院、   

水車場数   

○熊野村輸出入量  
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以上前年に異動をし  

内一大 工 35人、木  娩 36人、泥 工  2人  

右横工 5人、穴掘工 1人、桶 工  6人  

鍛 工11人、茅尾根茸 77人、筆造工157人  

④ 人夫年令区別  

（9 明治20年12月中平均貨価調  
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① 人口の出入（明治20年12月31日現在）  

入   
逃 亡、失 踪  管外ヨリ人寄欝   管内ヨリ入寄雪   

男   女   男  女   男  女   
101  Zl   3   2   10   3   

（串 本籍人族別（ 〃  ク ）  

戸  主  棄  児  
男   女   男   女   男   女   

華族  

士族   3   2   4  

平 民  1，232   41   1．964  Z，868   

合 計   1．235   42   1．966  2，872  

⑨ 耕作及捕魚裸藻業戸数（ 〃  ケ ）  

補角・探藻業はなし。  

16   



運搬用、繁殖用、乳用はをし。  

雑取外種（洋種、純粋洋種）はをし。  

馬数  ク）  

種別   運  搬  用  農   用  
種別   合計  

年令   牝   牡   計   牝   牡   計   
2才以上  17   17  28   28   45   

内 種   普才  

繁殖用はをし。  

雑種、外種はをし。  

⑲ 麦作璧況衷  
1．言二、、′ ニヨリ  父  

作付反別  1反歩見検産額  増   減   
大  麦  1，279反600歩   400合  40合   

小  安   25〃100′ケ   950ノン  60′ン   

裸  麦  2 632ク815ク   900ヶ  70ク   

三  種  3，937ケ715ケ  2，905、250〔？〕  17〃〔？〕   

四目下帥二暴風雨が3、4回あり、減収の見込み0  
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良珍 重蚕築況数  

⑪ 麦収穫石高概算  
平年収  
穫石高   

気候本順  大麦  4乳840合  

早燥他出釆栄   損   
湿地〃  風雨□〔霜か〕害  柁麦  2．213．245合  
陸相地ク  小  損   
培養適良  小麦  23叔5合  

237，323升  

合  13，000合  合計  273．693升   

8．000合  

事故アリ出来劣  
50，000合  

合 264，300合  

⑳ 芸発物件各戸・営業こ係ル共総高概算表（明治21年）  

⑳ 綿作簗況表  
1反歩二付平年ヨリノ比較  

作付反別  1反歩見積産額  
増   減   

早綿  
中綿  52反  25貫  5貫  

娩綿  
計  52反  25貫  5貫  
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⑳ 米作概況表（明治21年）  

1反歩二付平年ヨリノ比較  
作付反別  1反歩見積産額  

増   減   
早 稲   452反   1石400合   50合  

中 稲  1，947反   1ケ500ケ   50合  

晩 稲  1，902反600歩  1〃300ク   50合  

計   4，301反600歩  4〃200′ケ  50合  100合   

⑳ 煙草作概況衷（ 〃 ）  

1反歩平年ヨリノ比較  
作付反別  1反歩見稜産額  

増   減   
丸 薬   13反311歩  37貫  
［コ娘  

2′シ411〃  
〔撚lか）  

長葉  
計  15′シ722ケ   
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明治22年1月統計調査衰控  

①  （明治22年1月1日現在）  

② 人夫年令別人口（ 〃  ）  

③1日当りの使用賃佃（明治21年12月中平均）  

1日使用壬引舐  1盟使用貨価   

乗  馬   50銭   9銭   

駄  馬   35〃   6銭5厘   

馬   30〃   5拭   

牛   27ケ   4銭5席   

人  夫   20〃   3銭5厘   

荷車小串   6〃   1銭   

仝繋スル車夫   18一シ   3銭   

④ 売買相棒（   ）  

（封 徴発物件概算表（？）  
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内 大 工 37人、木挽41人、泥  工1人、石積工6人  

桶 工 6人、鍛工12人、茅屋根茸66人  

筆造工272人  

⑦ 耕作及捕魚探産業戸数（明治21年12月31日現在）  

捕魚採産業はなし。  

自作数昨年ヨリ五戸減シ兼三十八戸城ス、小作数九十戸増え兼l■戸増ス。  

布表合計前年弐十四戸ヲ掛レハ農ヲ止メェ就シモノナリ又自作滅シテ小作ノ  

増えタルハ自作 負債償却ノタメ耕作地ヲ売却シ尚之レヲ小作スルロほ5か〕  

斯ロ〔如か〕増減ヲ生スルナリ  
前年二大差7ルハ前年ハ村外二出様人数ロアリ本年ハ…  

⑧ 耕作人員（   ）  

農  業  者  

専  業   兼   
自 作 及 小 作 人  

業   合 計   男  女  男  女  自 作  自作兼小作  ′ト 作  合 計   
1、290  967  640  55  2，952  1．935  1，418  93  3，446   

⑨ m畑自作地小作地概算（  
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⑩ 人口の出入（ ヶ   ク ）  

人   
監獄ニアル囚人   失  踪   管外ヨリ入寄留   管内ヨリ人寄留   

男  女   男  女   男  女   男  女   
91   14   4   6   41   20   

⑪ 筆製造  
1ケ年製造額  

工業製品  製造地名  製造主  職  工        数  量  薬  価   

熊野村  凡150人  凡300人  凡500万本  1万5千円  
筆  

前年分  凡150人  凡300人  凡17万5千本   1400円   

⑫ 牛・馬数（明治21年12月31日現在）  

種別  
年令   牝  牡  計  牝  牡  計  牝  牡  計   

作    繁 殖 用    合 計  

2才以上  
牛  

412  412  412   

普 才  

2才以上  29  29  
馬  56   

普 才   

乳用の牛は0。牛・馬ともに内種。  
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⑬農産物産静概算（明治21年）  

作付段別  収穫高  作付段別  収穫高   
大 豆  156，800歩   109，760合  蘭   

375，000歩   30，000合   

稗  蚕 豆  76，800〃   76，800ノン   

20，000ノシ   16，000ク  碗 豆  21，000〃  22，110〃  

筍 黍  15，000ク   15，000〃  菜 種   

蕎麦  7，500ク  262，500刃．  

重電黍  甘煮  
甘藷  
爪畦薯  椿皮  
貫綿  
大麻  玉露  
苧麻   煎茶  

番茶   546，400匁  

その他、釜無、紅茶、烏龍は0。  

（診 諸製作及製造品（ ヶ ）  

前年二対シ大差ヲ生スル以所ハ本年ハ販路開ケ事業盛大ニシテ故卜兼業老  
モ他業ヲ止メ之レヲ専業トナシタルヨリ斯ル差ヲ見ル至レリ  

⑮ 麦作付反別及収穫石高概算（明治22年）  

畑  1反歩  田  1反歩  

収稽高      収穫高   
大麦  勘鼎渉  教；．乃姶  諷姶  諮5，伽歩  ユ7ユ．娘恰  印姶  ユ，25n．6跡歩  5乳0肌合   

裸麦  50．∞0  30，000  000  2．亜0．427  2，2（軋355  田  2．4軋427  2．2軋355   

小麦  10，弧0  5，775  田  24．餌0  24，010  ゼJ  乳0〔0  乳785   

計  1．025，5∝）  402，475    2．刊0，527  2．4軋725   3．7臥OZ7  2．8軋2∝】   
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⑮ 養蚕概況数（明治22年）  

⑫ 藍作概況  

幕雨多く、虫類の発生によって充分別又穫が得られず、これは当年より  

創業されたものであり、平年の収益額はわからをい。  

⑬ 呈発物件各所二営業二係ル共総高概算表  

⑲ 米作概況表  

種 別  作付反別   1反歩見積産額   
1反歩二付平年ヨリ比較  

増   減   
早 稲  331  000   910合  540合   

中 稲  1石050合  400合   

晩 稲  845合  505合   

三 種  2石805合  1石445合  

霧雨にみまわれ、成育期間である7、8月において雨天が多く太陽の熱  

照が少をく凶作となった。早稲、晩稲は10分の6、中稲は10分の7を収  

稽するの見込なり。  

⑳ 綿作璧況表  

1反歩二付平年ヨリノ比較  
作付反別  1反歩見積産額  

増   減   
早綿  

中綿  50反  8貫  12貫  

晩綿  
計  50反  8貫  12貫   
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⑪ 煙草作概況蓑  
1反歩二付平年ヨリノ比較  

作付反別  ユ反歩見積産誕  
増   減   

丸  薬   8反114歩   30貫60匁  9貰400匁   

［コ 葉 〔概か〕   507歩   25貰  Z〃500双   

長 葉  
計   8反6Zl歩  

⑳ 米穀作付反別及収穫石高概算（明治22年）  

4，091，700歩  4，296，185合  1石050合   

本年作付反別  本年版稽高  1反歩収積高  梗  米        楠米 陸稲 計  210．000歩 4，301、700歩  242，550合 4，538．735合  1石155合   
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明治27年統斗報告跡綴  

（D 本籍人族別（明治26年12月31日現在）  

戸  主   家  族   棄  児   合  計  
男  女  男  女  男  女  男  女  計   

華族  
士族   5 - 2  10  7  10  17   

50                平民  1．226   2、042  2，920  3，268  2，970  6，238   

合計  1．231  50  2，044  2，930  3，275  2，980  6，255   

② 牛・馬数（ ク   ケ ）  

種別  
作    繁 殖 用    合 計  

年令   牝  牡  計  牝  牡  計  牝  牡  計   
2才以上  4  369  373  

牛  普 才  12   12   

2才以上  48  
馬  昔 才   2   2   

牛、馬ともに内種。乳用の牛は0。  

（卦 町村吏員表（ ク  ）  

人員  月俸  報酬金   
名誉職   

村 長10円以上   
口   2円  

助 役  

6  3  

書記 
18  

A  計   9 21 3 
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④人口出入（明治26年12月31日現在）  

（9 米穀作付段高及収穫石高平年比較蓑  

種 類  作付反高   収碑石高  1反当り収稽高   

梗 米  4，114反200歩  5，801石022合  1石410合  

精米  1ケ300〃   

25年             陸稲  

計   
梗 準  4，001反110歩  1，356石639合   564合  

精米  510ケ   

26年             陸稲  

計   

4，166反130歩  
差 引 

129反 〔129J叉∩7（り長か〕  3，695石497合  

作付反高が昨年に比べ減少しているのは、本年の辛苦によるため。  

⑥ 織物産額概算（明治25年）  

何  地  其  他  
数  量   金  額   数  量   金  額   

白木織  1，800反   270円   

（木綿織物）  

昨年二比シテ減少〔セ？〕シハ木綿収穫ノ少ナキニ依ル尚早害及流行病ノ  

為二織工ノ余暇ナカリシナリ  

一 27 －   



⑦ 柿、生蝋、漆汁、椎茸、再茸産額概算（明治25年）  

⑧ 田畑自作地小作地概算（明治26年12日31日現在）  

⑨ 桑茶園反別及採相席（明治25年）  

本 年 問   本咋本税  
収葉高  1反収柴高   

脚内山野其他見橋  
在反別         祈反別入  廃園反別  反 別  服薬高   

最高269’町  
桑園  600歩  6，100歩  2、350貫  

最低145粁  

最高560貫  
茶閲  9，420歩  407賞  2，000歩  74．000匁   

最低420貫  

⑲ 製茶産額概算（明治Z6年）  

⑪ 繭産額概算（   ）  
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⑫ 大豆外22種作付反別及収稽高概況  

攣   

68，   400合  前年ヨリ5升減   

4，   96   2斗8升4合減   

52．   600   5升滅   

12，   600   5升減   

二．   400   8升滅   

80.000 200   3斗5升減   

24．   400   2斗8升減   

5，   500   2斗8升減   

11，   200   2斗滅   

50，   3腔‡  前年ニヘシ   

39，   13   □□〔当年か〕打   
50，   30   13賢減   

00．   50   201■‡減   

L   8斗   7斗滅   

00，   30賀  58貫滅   

00.n00 50   ユ0罰「滅   

2（）．   7   9田滅   

作付反別  収  
大  豆   170反  8，0 

小  亘   50  4，8 

蚕  豆   85  2．0 

碗  豆   20  2，0 

業  柁   2，8 

莱   190   2   

黍   6  4．伸 

筍  黍   13  5， 

蕎  安   555   1   

藍  棄   5   1   

楢  皮   9，D 

煙  草   1   

薙  欄   210   10，5   

宅 間 黍   2  L6 

甘  蕗   425   8、5   

爪畦 常   2   1   

習  綿   60   4   

⑬ 物産収稽高（明治26年12日31口現在）  

駒（明徳27年7月1日現在）  

⑮ 人夫年令別人数（明治27年7月1日現在）  
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⑮1日当りの使用貸欄（明治27年7日l目現在）  

1日使用貨価  1皇使用賃価   

乗  馬   1円   10銭   

駄  馬   60銭   8銭   

馬   45   7   

牛   45   7   

荷稗中車   6   1   

ク 要スル人夷   35   6   

〃 小車   6   

ク 要スル人夫   35   6   

人  棄   40   6   

（診 売買価格（明治27年6月中平均）  

⑲ 桑茶畑反別（明治27年6月30日現在）  

⑲ 春蚕（明治27年分）  
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⑲ 麦（明治27年分）  

収  

⑪ 徴発物件供給高（明治27年）   

⑳ 米（明治27年分）  

ー 3ユ ー   



明治28年度 統計報告跡濁  

① 戸口数（明治27年12月31日現在）  

② 人口比入（ ヶ   ヶ ）  

③ 学令人員（明治27年）  

女  女  男  女  
97  

其  
女  男  

84   



④ 町村吏員表（明治27年12月31日現在）  

人員  月俸  報酬科   

村長潤   1人  3円  2円   

助 役   1人  3円  1円  

収入役 6円未満  1人  3円   

書 記  ク   6人  18円   

3円  

⑥ （明治28年1月1日現在）  

⑦ 人夫年令別人数（  〃 ）  

（沙 売買価格（明治27年12月中平均）  
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（郵 便用賃価額（明治28年1月1日現在）  

1日使用賃価  1盟使用貨価   

乗  馬   1円10鍔   15銭   

。駄  馬   70   10   

馬   50   8   

牛   50   8   

荷積中華   7   1銭5厘   

〃 要スル人夫   40   7   

荷横小串   6   1銭5厘   

ク 要スル人夫   40   7   

人  夫   40   7   

⑲ 食用及特用農産物（明治27年分）  

作付段別  収穫高   増  減  率  由   
大 豆   1，700畝   692斗  前年二大差ナシ   

小 豆   412   148   前年ヨリ減少   
粟   1，700   580   前年ヨリ反別差ナシ、収穫増加セリ   

賓 綿   610   4，200百双  前年大差ナシ   

劉】l〔姻か〕草   85   4，100   前年二比シ反別及収穫ホ増加セリ   
蕎 麦   1，510   453   前年ヨリ反別大減、尚収椎減瀬セリ   

甘 藷   7，200  652．850   前年二比シテ反別ノ増加セリ   
馬鈴薯   25   1，500   前年大差ナシ   
霊宝 豆   857   460   前二此シテ反別増加セシモ収稽減セリ   
戚互 豆   245   反別増加セシモ   
柵皮  30  423  前年同シ収穫減額セリ  

菜種〈慧  
13  40  

50  25  

黍  60  24  反別ハ前年比シテ増加セシモ収稽減セリ  
筍黍  130  65  

薄荷  2、100  

藍菓  50  1、500  前年二同シ   
故躍濁  30  1，500  本年ヨリ播稽セリ前年比例ナシ   
牛房  20  600  
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数（明弘27年1月）  ⑪ 牛馬羊豚屠数（明冶Z7牛1別   

屠場数   
種 別  頭  数  斤  量  価  額  

牝  牡  計  牝  牡   計   牝   牡   計   

成年  
槽  

馬  807  1，500   

羊  
豚   

馬年数（  明治28年分）   

年末現数  
計  左の内乳用  出 産  弊 死  

牝   牡  
5  260  265  

50  50  

36  36  

5  346  351  

50  内種  

馬 

50  50  計   

－ 35 一   



⑲ 織物（明治27年分）  

機  数   600台  

織工 
610人  

数  鼠  価  額   
生 木 綿  3．000反  4，350銭  

綿  
抑 木 綿  350  35，000  

蚊 帳 地   50  2、000  

絨  
其他ノ綿織物  500  25，000   

⑮ 隠繰、真綿及符卵照（ ヶ ）  

⑲ 駅屋の貸金（明治20年）  
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⑲ 牛馬羊豚屑数（明治□〔28か〕年1月分）  

頭  数  斤  量  価  額  
牝   牡   牝  牡  計  牝  牡   計  計   

成牛  18，954銭  

糟  

馬  1．875   7，500   

羊  
陀  

廓）変（ ク ）  

作 付 反 別  
大 麦   裸 麦   小 麦   計   大 安   

田   277，000歩  2，363．000歩  24，000歩  2，664，000歩  290，850合   

畑  1，004，000  36，000  17、000  1、057，000  251．000   

館桑・茶畑段別（明治28年6日30日現在）  

餉 （明治28年7ノ11口現在）  

（下列は朱書）  
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幽使用賃価（ 〃  

1日使用貨佃  1里使用賃価   

乗  馬   1円   10銭   

駄  馬   60銭   8   

馬   45   7   

牛   45   7   

荷 積 中 辛   6   

仝要スル人夫   35   6   

石棺㈲か？〕小車   6   

仝要スル人夫   35   6   

人  夫   40   6   

⑮ 売買価（明治28年6月中平均）  

⑳ 徴発物件供給高（明治28年）  

⑳ 茶（明治28年分）  

⑲ 米（明治28年分）  
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明治29年度報告跡繹  

（9 食用及特用農産物（明治28年分）  

作付反別   収穫高   1反歩収穫高   

大  豆   160反   800斗   500合   

′ト  豆   50   150   300   

粟   185   925   50   

葬  綿   53   795丹   15貫   

稟  藍   5   150   30   

剰掴紗膵   12   360   30   

帯  麦   300   1，500斗   500合   

甘  藷   650   5，200貫   80貫   

馬鈴薯   3   120   40   

蚕  豆   82   533斗   650合   

碗  豆   25   157   630   

椿  皮   3   60貫   20貫   

牛  扉   3   750   250   

耗  萄   200   1，200   60   

放羅衛   2   80   40   

筍  黍   12   7ZO斗   600合   

10   300貫   30貫   

玉筍黍   2   20斗   1，000合   

10   50   700〔？〕  

業 種く讐琵  40   60   600〔？〕   

¢）牛馬半豚屠数（明治28年）  

屠 場 数   
頭  数    斤  兎    価  額  

種  別                            牝  牡  計  牝  牡  計  牝  牡  言・t   

1頭  1豆員  85斤  85斤    10円  10円   

10吋竃F  
78  78   8  8  

11月分く完■二  5  ロ  ロ  250      12        6  四   360  610   18  30   

3   3  280  280  30  30   

成牛  －         180            12月分 馬  3  7  10   400  580   9  20   19   
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③ 使用貨価  

1 日 の 貨 価  1 里 の 賃 価  

乗 馬  駄 馬  観 馬  操業者  乗 馬  ．駄 馬  ：：rl  已≡  操業者   

賃  金  600厘  80厘   

宿泊料井食料   300   

④ 物産収穫高（明治29年1月15日）  

⑤ 戸口（明治28年12月31日現在）  

（む 人口出入（明治29年1月15日現在）  
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⑦ 本籍人族別（  ク ）  

戸  主   家  族   棄  児  合  計  

男  女  男  女  男  女  男  女  計   

華族  
士族   4 - 3  5   8   

57   3，241  2，977  6，218   

計  1，260  57  1，986  2，923  3，246  2，980  6，226   

⑨ 織物（明治28年分）  

何  地  其   他   

織  戸  40戸   

機  数   600  

純  
男   

工女  550人  

数  量  価  額  数  量  価  額   

生 木 綿  2，530反   506．00銭  

綿  1，ZOO   1、000．00  

鏑 木 綿  400   500．00  

蚊 帳 地  50   13．00  

織  120   110．00  

其他綿織物  630   481．00   
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⑲ 牛馬数（ 〃 ）  

年 末 現 況  

牡   
左の内乳用  出 産  弊 死  

牝  計   
内種  2  253  255  2  

57  57  

牛諾芸 計   2  310  312  〔2か〕   

内椎  23  45 ［14か1  
3  

馬慧器  

計   旧  
115 

23  〔14か〕  ー〔3か〕   

⑪ 荒笥練眞綿及歪ま卵紙（ 〃 ）  

⑫  

⑬ （明治29年1月1［］現在）  
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⑲ 使用賃価（ 〃   ケ ）  

1日使用賃価  1里使用貨価   

乗  馬   1円   10銭   

戯  馬   60銭   8   

馬   45   7   

牛   45   7   

荷車中車   6   

仝要スル車夫   35   6   

荷車小車   6   1   

仝要スル車夫   35   6   

人  夫   40   6   

⑮ 春雷（明治29年分）  

⑲ 牛馬屠（明治29年）  

屠 場 数   
頭  斤  量  価  案貞  
牝  牡  計  牝  牡  計  牝  牡  計   

7頭  7頭   895斤  895斤   12円  12円  

1月分  1頭      58斤  3  

8  8  640  640  10  10  

2月分  3  3  150  150  18  18   

2  2  156  156  8  8  
3月分  80  80  15  15   

2  2  172  172  11【？〕  11＝〕  

4日分  2  2  57  57  5 5 

5月分  58  58  5  

テ日分  57  57  5  5   

8月分  58  58  5  5   

9日分  2  2  117  117  13  13   
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受診 麦（明治29年分）  

作  付  反  別  収  
大 麦   小麦   裸 麦  計   大 麦   

田   278，000歩  2，356，000歩  25，000歩  2、659，000歩  222，400   

佃  LOO5．000   35，000   16，500  1，056，500  231，150   

⑲ 桑・茶畑段別（明治29年6月30日現在）  

⑲ 徴発物件（明治29年）  

綽 米（明治29年分）  
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